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内
藤 

真
理
子 

  

都
心
の
病
院
に
毎
日
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
時
間
近
く
か
か
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
出
の
多
い
所
に
行
く

の
は
危
険
な
の
で
、
大
好
き
な
運
転
を
し
な
が
ら
車
で
行
く
こ
と
に
し
た
。 

 

近
く
に
出
来
た
東
八
道
路
は
片
側
二
車
線
。
で
き
た
て
の
道
路
で
、
植
え
込
み
も
歩
道
も
た
っ
ぷ
り
、
広
々
。

運
転
し
や
す
く
、
す
ぐ
に
六
十
キ
ロ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
。
時
々
信
号
は
あ
る
も
の
の
、
幹
線
道
路

と
交
わ
る
時
は
必
ず
立
体
交
差
に
な
っ
て
い
る
。 

環
八
を
車
の
流
れ
に
乗
っ
て
山
越
え
、
調
子
の
よ
い
時
は
そ
の
ま
ま
甲
州
街
道
に
合
流
し
て
七
、
八
十
キ

ロ
を
維
持
し
な
が
ら
井
の
頭
道
路
、
環
七
、
中
野
通
り
と
上
っ
た
り
下
り
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
快
適
に

走
る
。 

但
し
こ
れ
は
空
い
て
い
る
時
の
み
。 

混
ん
で
い
る
時
に
登
り
坂
の
途
中
で
の
ろ
の
ろ
運
転
に
な
る
と
、
マ
ニ
ア
ル
車
に
は
か
な
り
き
つ
い
。
ク

ラ
ッ
チ
を
左
の
足
加
減
で
操
作
し
な
が
ら
右
足
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
交
互
に
調
節
し
て
進
む
。 

だ
が
車
好
き
に
と
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
。 

身
体
は
前
の
め
り
、
気
分
は
ノ
リ
ノ
リ
。 

 

カ
ー
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
で
は
、
何
故
か
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
」
を
金

沢
明
子
が
ド
演
歌
調
の
民
謡
で
歌
っ
て
い
た
り
し
て
「
な
に
こ
れ
！
」
と
、
ラ
ジ
オ
に
向
か
っ
て
、
突
っ
込

み
を
入
れ
る
。 

 

初
台
で
立
体
交
差
を
降
り
る
。
山
手
通
り
に
入
る
の
だ
が
時
に
よ
っ
て
信
号
待
ち
が
長
い
。
私
の
待
っ
て

い
る
右
折
の
信
号
の
前
で
、
直
進
、
左
折
、
歩
行
者
用
と
待
た
さ
れ
る
。
見
て
い
る
前
の
広
い
交
差
点
を
車

が
通
り
、
バ
イ
ク
も
走
る
。
歩
行
者
用
に
な
る
と
、
広
い
幹
線
道
路
を
人
が
の
ん
び
り
だ
っ
た
り
、
小
走
り

だ
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら
、
自
転
車
の
人
も
、
腰
の
曲
が
っ
た
お
年

寄
り
も
通
る
。
信
号
と
い
う
の
は
大
し
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
。
一
昔
前
の
お
ま
わ
り
さ
ん
が
台
の
上
に
立

っ
て
両
手
で
交
通
整
理
を
し
て
い
た
頃
を
彷
彿
と
さ
せ
る
信
号
の
働
き
。 

信
号
が
右
折
矢
印
青
に
変
わ
っ
て
山
手
通
り
を
走
る
。
富
ヶ
谷
、
東
大
裏
を
過
ぎ
、
当
ク
ラ
ブ
の
Ｋ
さ
ん

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前
を
過
ぎ
た
ら
メ
イ
ン
の
通
り
を
外
れ
、
渋
谷
方
面
に
行
く
。 

 

こ
の
道
が
コ
ー
ス
の
中
で
私
の
一
番
好
き
な
道
だ
。 

玉
川
通
り
と
の
大
き
な
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
下
り
坂
に
な
り
、

ま
っ
す
ぐ
な
広
い
通
り
が
見
渡
せ
る
。 



 
常
緑
樹
の
大
き
な
木
が
所
々
に
あ
り
、
葉
を
落
と
し
た
太
い
幹
の
街
路
樹
が
き
ち
ん
と
剪
定
さ
れ
て
風
格

を
添
え
て
い
る
。
高
層
ビ
ル
は
無
く
、
五
階
建
て
が
せ
い
ぜ
い
。
洒
落
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
目

立
つ
。 

ア
ッ
【
日
本
一
美
し
い
本
屋
の
蔦
屋
書
店
】
が
あ
っ
た
。 

こ
こ
に
は
以
前
、
Ｎ
さ
ん
達
と
一
緒
に
来
た
こ
と
が
あ
る
。 

そ
う
か
、
こ
こ
が
有
名
な
代
官
山
な
の
だ
と
、
雰
囲
気
の
良
さ
に
納
得
。 

エ
ジ
プ
ト
大
使
館
や
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
の
前
を
通
る
。
道
路
標
識
に
「
旧
山
手
通
り
」
と
あ
る
。 

突
き
あ
た
り
を
左
折
し
て
、
駒
沢
通
り
を
走
る
。
途
端
に
道
の
両
側
は
中
高
層
の
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
。
行

き
交
う
車
も
、
が
さ
つ
に
見
え
る
。 

い
や
、
気
の
せ
い
。
タ
ク
シ
ー
や
商
用
車
、
ト
ラ
ッ
ク
に
交
じ
っ
て
、
沢
山
の
外
車
も
走
っ
て
い
る
。
や
が

て
恵
比
寿
駅
の
高
架
の
下
を
通
り
更
に
直
進
。
右
側
車
線
を
ひ
た
す
ら
走
り
、
体
を
ロ
ー
リ
ン
グ
さ
せ
な
が

ら
右
折
車
を
か
わ
し
、
鼻
歌
で
も
歌
い
た
い
気
分
。 

 

オ
ッ
と
い
け
な
い
！ 

病
院
は
も
う
す
ぐ
だ
。
こ
の
気
分
も
こ
こ
か
ら
先
は
・
・
。 

 

 


